
～共生社会を築く『五輪レガシー』はボランティアマインドの育成～ 

校長 市場 陽一郎 

史上最も難しい大会運営を迫られたオリンピック・パラリンピック東京大会が幕を閉じました。

「オリンピック・パラリンピック大会は誰のためのものなのか？」。コロナ禍の東京大会期間中に

自問自答を繰り返しました。私は「オリンピック・パラリンピックは選手のためのものである。」

と答えを出しました。世界中から集まったアスリートが競い合い、認め称え合う場がオリンピッ

ク・パラリンピックであり、その姿は多くの人々に感動や勇気を与えました。そして、全てのア

スリートが大会開催をはじめ様々なことへの「感謝」とこの大会に参加することの意義について

言葉を残しました。感謝の気持ちを表し最後まで全力を尽くす姿、多様性を認め人としてつなが

って行く姿は私たち人間が進むべき道標のようなもの示してくれたと感じます。太平洋戦争から

の復興の最中に行われた１９６４年東京大会でも多くの日本の人々は困難な場面でも力を合わせ

乗り越えること、戦争のない平和な世界をつくることを胸に刻まれたことでしょう。今の時代を

生きる私たちもこの夏の感動を今後の生き方につなげたいものです。 

パラリンピック開会式を観ている私は、パラリンピアンの自信に満ちた表情に驚かされ、いつ

の間にかオリンピアンと同じようなアスリートとして見ていることに気づきました。前回の東京

大会で初めて命名された「パラリンピック大会」は、時代を重ねるごとに認知度を増し、障害を

乗り越えスポーツと向き合う人々の可能性とそのための大変な努力がより輝いて伝わってきます。

今、私たちは５０年以上の時間をかけて発信されてきた「多様性、調和そして共生」をパラリン

ピック東京大会の開会式や競技の映像を通して実感しています。また、そこにはパラアスリート

を支える人々、多くのボランティアの存在があることも忘れてはなりません。共生社会を目指す

時、多様性の理解とボランティア精神とその行動が必ず必要になってきます。私たちの東京は「お

もてなし」の心でコロナ禍でもオリンピック・パラリンピックを開催し、そのバトンを次の開催

都市パリにつなぎ、世界に対し責任を果たしました。そのことも誇りとしながら、多様性、調和

そして共生の時代を生きることを考えて行かなければなりません。本校ではオリンピック・パラ

リンピック東京大会のレガシーとして、この共生社会を築く「ボランティアマインド」の育成を

意識して教育活動を進めます。 

 現在、感染拡大終息の明確な出口が見つからない新型コロナウイルスとの戦いや東日本大震災

をはじめとする多くの災害や事故からの復興、そして戦争のない世界の実現など解決しなければ

ならない様々な課題があります。しかし、本校の生徒たちには、まずは身近なところから、隣の

席に座るクラスの仲間と認め合い、共生し、共に成長するこ

とにより「優しいクラス・学校」を目指す中で、共生社会を生

きる人間に成長してほしいと願っています。 

 

＜新型コロナウイルス感染拡大防止のための学校行事の延期について＞ 

緊急事態宣言期間延長、人流の抑制、中学生の感染者増を考慮し９月に予定していた修学旅行、移動教

室、下草刈りを延期しました。体験を主としたこれらの行事は人間形成の上でも重要であ

り、何らかの形で実施ができるようにいたします。状況により日程、内容等の変更も生じ

ますが、保護者、地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

栗 山 

学 校 だ よ り 
 

学校運営協議会だより 
校訓：誠実・自律・調和 

令和３年９月６日 

第５号 
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世界最高峰の大会に携わって 
             （オリンピック、パラリンピック） 

                                              倉持 昇一 主任教諭 
   

  今回私は、幸いにもこの世界最高峰の大会に携わる機会を頂きました。そこで見て触れて、改めて 

『大切なこと』と感じたことを綴って見たいと思います。 

  東京２０２０オリンピック、パラリンピックのコンセプトとして、次の３つが掲げられていました。 

 

① 多様性と調和（共生社会） 

② 全ての人が 自己ベスト 

③ そして、未来に繋げよう です。 

 

  世界各国から集う人々を「おもてなし（す）」現場は、それはもう「大変」の一言です。国、言語、環 

境など様々な違いを受け止め、各選手がベストパフォーマンスを出せる場作りをしなければなりません。

競技役員・ボランティアとして、「相手への敬意を持ち、心を働かせて精一杯手を尽くす最上級の心遣い」

＝まさしく「お・も・て・な・し」に努めました。 

 

  役員の活動をする中で、強く感じたことがあります。「笑顔」「挨拶」「時間」です。選手も指導者も、厳

しい戦いの場にきているにも関わらず、常に「笑顔」が溢れていました。そんな姿を見ているだけで 

心和む気がしました。「元気で明るい挨拶」。「gooｄ morning」「こんにちは」「thank you」など、実 

に爽やかでした。それと「時間」です。陸上競技には最終コール（点呼）という作業（確認の時間）が 

あります。参加する意思確認から使用するもの（ユニフォーム、スパイクなど）の確認など、競技開始 

時間何分前に行うというルールがあります。その時間には、いかなる理由があって遅れても競技会へ出 

場することができません。私も現役時代は陸上競技をやっていましたが、これはルールであると同時に 

気持ちの切り替えに大きく作用していたと感じます。 

これらのことをじっくり振り返ると、浅川中学校生活の指針「みそあじは」そのものでした。 

そして、私はもう一つ「笑顔」を加えたいと思いました。 

 

 「み」＝みだしなみ（振る舞い） 

   「そ」＝掃 除  （物の管理） 

   「あ」＝挨 拶  （礼儀、人としての基本） 

   「じ」＝時 間  （時間厳守、けじめ、気持ちの切り替え） 

   「は」＝話を聴く （理解力、想像力、行動力） 

    ＋ 

   「え」＝笑 顔  （環境創り、仲間作り、ふれあい） 

        「笑顔」は誰にでも出来る「おもてなし」、「笑顔」に勝る「おもてなし」なし。 

  『大切なこと』・・・「笑顔」溢れる中、「みそあじは」の実践を通じて、人との出会いや感動すること 

に積極的に触れ、多くの貴重な経験を求めること。 

  

 令和３年度の学校生活も後半戦に入ります。最高峰の大会に出場するトップ選手・指導者の振る舞えに 

負けないように、頑張っていきましょう！ 

 

『共に学び、もっと優しい学校』を目指して！ 

 



 

まなびの杜
もり

あさかわ《 浅川中学校運営協議会の広報ページ 》 

第５回 学校運営協議会報告   日時：令和３年９月２日（木）１８：００～ 被服室 

 

1. 会長より 夏休みの間に感染拡大し、学校を再開できるか心配だったが、学校という場は子供たちにとっ 

てかけがえのない場所なので再開できて良かったです。 

2. 各部の報告  

① 評価部  （１）評価アンケート結果の報告 

     （２）評価委員会 9/22（木）18:30 

② 支援部  （１）図書ボランティア 

     （２）花植え 

     （３）家庭科 

③ 総務部  （１）9/3（金）小中合同挨拶運動 今回は自宅の近くで挨拶運動を行う。 

     （２）部活リーフレットについて 10/15 原稿締め切り 

④ 漢検担当 前回の結果を 9/１に配布。次回 10/8（金）実施（申し込みは、９/２（木）・3（金））   

 

⑤ 英検担当 10/1（金）実施（申し込みは、９/２（木）・3（金））   

       準２級、３級の受験料の訂正お知らせについて              

⑥ 事務局  下草刈り延期。行事として継続していきたい。10/9（土）実施予定、１年生のみ登校。 

           数検 11/13（土）に実施予定。 

3. 学校の様子など  

① 校長先生より   

・八王子市内の小中学生も感染が広がっている。３密の回避など感染症予防対策をしてほしい。 

・休校になってしまった場合に備えて、オンライン授業を行う。（９/２（木）～） 

・修学旅行３月に延期。  

・福島移動教室１１月４日～６日に延期。 

・評価アンケート結果について。 

・音楽祭は昨年と同じように行いたいと考えている。 

② 生活指導主任より   

・オンライン始業式、近代五種の映像を全校で視聴。生徒は、最後までしっかり視聴していた。 

・夏休み中大きなトラブルもなく生徒は元気に登校しました。 

・新型コロナウイルス感染予防について。 

4. 各学年より  

 ・１年生 ２学期が始まり、普段の明るい声が響いて学校らしくなった。夏休み課題の提出が良く工夫をして

取り組んでいる生徒が多くいた。特に図書のポップ作り、綺麗にうまく作っていた。 

・２年生 いつも元気な２年生ですが、さらに元気に自然に一回り成長した様子。夏休みの部活動等を通して

成長した生徒も多いです。移動教室は延期です。9/24（金）に、保護者への説明会を行います。

生徒の実行委員会が始まり、発言から成長を感じています。学習の力を蓄える二学期にしたい。 

・３年生 修学旅行は３月に延期。夏休みのしおりをみて感じたことは、生徒一人一人よく勉強した様子が 

伺えました。９月２日に実施した復習確認テストの結果に期待したいです。 

5. 議題  

   ・部活動紹介リーフレットについて。 

   ・学校評価アンケートについて。 

6. その他 

      ・英検当日について。 

・次回の学校運営協議会  １０／７ （木） １９：００ 被服室   



 

不安や悩みがあるときは ･･･ 一人で悩まず、相談しよう 

子どもたちが、不安や悩みをいつでも気軽に相談できる機関があります。 

不安や悩みは誰にでもあります。身近にいる信頼できる大人や、下記にある相談機関に相談してみま

しょう。また、 

（八王子市教育センター）いじめやその他生活上の様々な悩み事に関する相談 

こども電話相談 ０４２－６６４－３６６５ 

総合教育相談  ０４２－６６４－６９４９ 

月～金 ８：３０～１７：００（祝日、年末年始を除く）※各窓口共通 八王子市教育委員会 

八王子市学力定着度調査 

八王子市では、児童・生徒がその学年で身につけておくべき基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得することができるように、小学４年生から中学３年生までの児童・生徒に対して、「八王子市学力定着

度調査を行います。今年度の調査日は、第１回が令和３年９月６日（月）、第２回が令和４年１月１３日

（木）です。調査教科は国語・数学で、出題範囲は全学年とも実施学年の前年度までに学習した内容で

す。また、第２回については、第１回の類似問題が出題されます。 

第１回の調査で分かった課題を第２回までに改善できるよう取り組み、学力向上を図ります。 

１年生 

新型コロナウイルス感染症対策における国の緊急事態宣言延長を受けて、９月４日に予定していた下

草刈りは延期することになりました。国の緊急事態宣言の解除を受けて日程を調整し実施を予定してい

ます。保護者の皆様には何卒、ご理解ご協力いただけますようお願いいたします。 

２年生 

新型コロナウイルス感染症対策における国の緊急事態宣言延長を受けて、９月１５日から１７日に第

２年生で予定していた福島移動教室を、下記の日程に延期することになりました。 

保護者の皆様には何卒、ご理解ご協力いただけますようお願いいたします。 

〇日程 変更前：令和３年９月１５日(水)～１７日(金) 

      変更後：令和３年１１月４日(木)～６日(土) 

〇宿舎：スパリゾートハワイアンズ（変更なし） 

３年生 

新型コロナウイルス感染症対策における国の緊急事態宣言延長を受けて、９月７日から９日に３年生

で予定していた修学旅行を、下記の日程に延期することになりました。 

保護者の皆様には何卒、ご理解ご協力いただけますようお願いいたします。 

〇日程 変更前：令和３年９月７日(火)～９日(木)    〇宿舎：未定 

      変更後：令和４年３月予定  

９月の予定 

１日（水）始業式（オンライン授業） 
引き渡し・集団下校訓練（延期） 

３日（金）小中合同あいさつ運動 
修学旅行・移動教室事前検診（中止） 

４日（土）オンライン土曜授業 
（１年下草刈り延期） 

６日（月）八王子市学力定着度調査 
７日（火）３年修学旅行（３月に延期） 

１０日（金）生徒会役員選挙 

１３日（月）生徒会朝礼 
１４日（火）尿検査２次 

 １５日（水）２年移動教室（１１月に延期） 
 １７日（金）学力向上を図るための調査(１年) 
 ２１日（火）学力向上を図るための調査(３年) 
 ２４日（金）学力向上を図るための調査(２年) 

２年移動教室事前説明会 
 ２９日（水）中間考査（社会、理科、数学） 
３０日（木）中間考査（国語、英語） 

（表彰）第４９回関東中学校卓球大会 ３年 ベスト３２、２年 ベスト６４ 

 （吹奏楽部）第６１回東京都中学校吹奏楽コンクール 東日本部門 銅賞 

 （陸上競技部）八王子市中学校陸上競技記録会 男子１年 １位 １００ｍ（１２秒４１）  

問合せ先 浅川中学校職員室 

電話：（０４２）６６１－０１４８  ＦＡＸ：（０４２）６６７－５４０８ 

Ｅ－mail  askwj@hachioji-school.ed.jp 
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